
































































































































































的にも異なっている｡ここでは BV.といえば BVa.を指 し,BVa(1)をテキストと
して使用する｡
2) チ ベ ット訳はこれを偽 として翻訳するが,Guhyasamaja.に見られる究文が不規則
な形のため,仮に句と呼ぶ｡
3) BVa(4),455bH ｡
4) Tsongkhapa,RimIncarubtug∫alba'isgronnte,Ja,49b213,TheCollectedWorks
ofTsongkhapa,PartII,NewDelhi,1978.
5) 生井氏論文によるOまた森山氏論文参照のこと0
6) 生井氏論文 pp.33-34参照｡
7) BVa(4),471b20
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